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１　位置及び地勢
　

　 当消防本部は、 広島県の北西部である芸北地域のほぼ中央部に位置する北広

島町を管轄し、 北及び西は島根県に接し、 東は安芸高田市、 南は広島市や安芸

太田町に接した農村地帯である。

　 管内は、  東西に中国縦貫自動車道が通過し、 南北に中国横断自動車道広島

浜田線と接続しており、 京阪神地域と九州地方の中間点として位置し、 広島市と

島根県浜田市、 江津市を結ぶ陰陽連絡の交通の要衝となっている。 また、 河川

は中国地方を代表する江の川と太田川水系の源流域に当たり、 町の東側が江の

川水系、西側が太田川水系となり両河川の水源地である。

　 管轄する面積は646.20k㎡を有し、  山県郡全体のおよそ2/3を占め、 林間の耕

地が多く、 過疎の現象を呈しているのが現状である。 しかしながら、 広島都市圏

に接していることもあって、 交通条件、 地域資源の活用などによって観光 ・レクリ

エーションエリアとして都市部との交流が盛んになっている。

　気象的には、消防本部付近で、平均気温12.3℃、年間降雨量2,141mm、最深積

雪量14cmで、芸北地域八幡地区においては、最深積雪量が46cmであった。

日本海

（広島浜田線）
中国横断自動車道

島 根 県

Y

北広島町消防本部

江津市

浜田市

安芸太田町
広 島 県

広島市

松江市

北広島町北広島町

山陰自動車道

益田市

大田市

出雲市

安芸高田市
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2 2 15合　　　　　計 3 6 2

公 用 車 1 1

査 察 広 報 車 1 1

1 1 5

指 揮 車 1

高 規 格 救 急 自 動 車 2 1

1

資 器 材 輸 送 車 1 1

消 防 ポ ン プ 自 動 車 1 1 1 1 4

％

1

水 槽 付 消 防
ポ ン プ 自 動 車 1

救 助 工 作 車 1

1

26,693 △ 7,012

（１）　消防車両配置表

　　　　　　　　　　 署所別
　車両

本部 本署 芸北 大朝 豊平 計

4.7 ％ △ 0.3 ％

４　消防車両配置表及び配置図

比率（Ｂ）/（Ａ） 4.4

△ 1,269

544,813 7,621

防 災 費 19,386

施 設 整 備 費 19,681

11,045 8,341

非 常 備 消 防 費 89,933

673,753

91,202

一 般 会 計 （ Ａ ） 14,880,000

△ 12,000

常 備 消 防 費 552,434

14,410,000 470,000

消 防 費 （ Ｂ ） 661,753

　　　　　　　　　　 年度
　区分

令 和 2 年 度 当 初 予 算 額 令 和 元 年 度 当 初 予 算 額 比 較

常 備 消 防 北 広 島 町 消 防 本 部

非 常 備 消 防 北 広 島 町 消 防 団

３　当初予算額（消防費）の比較

世 帯 数 8,516 世帯

面 積 646.20 ㎢

２　人口、世帯数、面積

北　　広　　島　　町

人 口 18,073 人

（単位：千円）
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救急救命士養成課程１名派遣（広島市消防局救急救命士養成所）
平 22 05 02 救急救命士資格取得（1人）実員15人（薬剤投与資格取得）　1人(実員5人)
平 22 09 01
平 22 11 30 高規格救急自動車（トヨタ2Ｂ型4ＷＤ）購入し大朝出張所に配備（緊急消防援助隊設備整

備費補助事業）

平 22 04 01 消防吏員1人採用
平 22 04 01 町長部局から行政職1人受入れ（警防係専門員）
平 22 04 01 週38時間45分勤務施行

平 21 08 31 新型インフルエンザ対策「業務継続計画」・「感染防止対策実施要領」・「人員計画実施要
領」・「通信業務要領」・「感染患者等の搬送要領」策定

平 21 09 01 救急救命士養成課程1人派遣（広島市消防局救急救命士養成所）
平 22 03 31 消防吏員1人退職

平 21 03 31 消防吏員1人退職［1人（救急救命士）広島市消防局へ帰任］
平 21 04 01 消防吏員2人採用
平 21 05 02 救急救命士資格取得（1人）実員14人（薬剤投与資格取得）　1人(実員4人)

平 20 06 07 芸北出張所消毒室新設工事（簡易型）完了
平 20 09 01 救急救命士養成課程1人派遣（広島市消防局救急救命士養成所）
平 20 12 01 広島県メディカルコントロール協議会認定　（薬剤投与資格取得）　2人(実員3人)

平 20 03 31 消防吏員2人退職［1人退職、1人（救急救命士）広島市消防局へ帰任］
平 20 04 01 消防吏員2人採用
平 20 05 02 救急救命士資格取得（1人）実員13人

平 19 04 01 元山県西部消防組合職員8人採用、救急救命士2人広島市消防局より派遣（本署勤務）
平 19 04 01 元山県西部消防組合消防車両移送（指揮車、査察車、公用車）
平 19 09 03 救急救命士養成課程1人派遣（広島市消防局救急救命士養成所）

平 19 03 31 通信指令システム改修工事完了
平 19 04 01 芸北地域の消防業務開始、午前0時身分移管、午前8時30分指令開始
平 19 04 01 2代消防長就任（部内登用）

平 19 03 31 ＮＴＴ119回線切替工事完了
平 19 03 31 初代消防長離任（本庁危機管理監就任）
平 19 03 31 携帯119（3業者）切替工事完了

平 19 02 28 指令・防災無線専用回線施行工事完了
平 19 03 06 芸北地域内ＮＴＴ119回線工事完了
平 19 03 28 高曽根山無線中継所改修工事完了

平 19 01 30 日本防火協会「防火広報用視聴覚資器材助成事業」によりプロジェクター、ビデオカメラ等
広報資器材受領

平 19 02 13 芸北地域ＮＴＴ回線（専用回線）切替工事完了
平 19 02 15 山県西部消防事務引継ぎ実施

平 18 11 07 日本損害保険協会より脊椎固定器具一式寄贈
平 18 11 24 大朝出張所無線基地局改修工事完了
平 18 11 28 広島県メディカルコントロール協議会認定　（薬剤投与資格取得）　1人(実員1人)

平 18 06 06 豊平出張所消毒室新設工事（簡易型）完了
平 18 06 14 大朝出張所消毒室新設工事（簡易型）完了
平 18 07 18 資器材輸送緊急自動車（2ｔトラック）購入し本署に配備

平 18 03 09 災害対応特殊消防ポンプ自動車（日野デュトロ CD-Ⅰ型）購入し大朝出張所に配備
平 18 03 27 高規格救急自動車（トヨタ2Ｂ型4ＷＤ)購入し本署に配備
平 18 03 31 消防吏員1人退職（定員46人　実員45人）

平 17 09 13 携帯119直接受信対応工事完了
平 17 09 13 財団法人日本宝くじ協会よりAEDリトルアントレーニングシステムセット寄贈を受ける

平 17 03 30 陰陽広域消防相互応援協定廃止
平 17 04 01 県境隣接広域消防相互応援協定締結
平 17 04 27 救急救命士資格取得（1人）実員１2人

５　北広島町消防本部沿革

年　月　日 概　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要

平 17 02 01 北広島町（新町）開設に伴い新生消防本部へ移行
平 17 02 01 北広島町消防本部開庁

平 17 06 23 広島県メディカルコントロール協議会認定　（気管内挿管資格取得）1人(実員1人)
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消防吏員3人採用(定員60人　実員60人)平 29 04 01

平 29 02 01 ＣＡＦＳ装置付消防ポンプ自動車（日野デュトロ CD-Ⅰ型）を購入し豊平出張所に配備
平 29 03 31 3代消防長及び消防吏員1人退職（うち救急救命士1人）
平 29 04 01 ４代消防長就任（部内登用）

平 28 04 01 消防吏員6人採用（定員60人　実員59人）
平 28 04 26 救急救命士資格取得（1人）実員17人（薬剤投与資格取得）1人(実員13人)
平 28 10 24 高規格救急自動車（トヨタ2Ｂ型4ＷＤ）を購入し本署に配備

平 28 03 16 高機能消防指令センター部分改修（通信系）完了
平 28 03 26 消防救急デジタル無線・高機能消防指令センター竣工式
平 28 03 31 消防吏員6人退職（うち救急救命士1人）

平 27 04 30 救急救命士資格取得（1人）実員17人（薬剤投与資格取得）1人(実員12人)
平 27 07 27 本署車庫設置工事完了
平 27 11 17 消防救急デジタル無線整備工事完了

平 27 03 01 冬季災害発生時における芸北支所のスノーモービルの使用に関する覚書締結
平 27 03 31 消防吏員4人退職
平 27 04 01 消防吏員7人採用(定員60人　実員59人)

（8月20日から29日まで10日間、10隊41人を派遣）
平 26 12 09 救助工作車（日野レンジャー）を購入し本署に配備
平 26 12 24 裏車庫解体撤去工事完了
平 27 02 16 本署更衣室設置工事完了

平 26 04 01 消防吏員2人採用(定員60人　実員56人)
平 26 06 25 消防救急デジタル無線整備工事着工
平 26 08 20 広島土砂災害へ応援隊（救助隊1隊4人）派遣

平 26 03 24 消防救急無線のデジタル化実施設計完了
平 26 03 31 2代消防長退職
平 26 04 01 3代消防長就任（部内登用）

平 25 07 18 緊急通報システムセンター機器（あんしん電話）更新　運用開始
平 26 02 17 広島県メディカルコントロール協議会認定（薬剤投与資格取得）1人(実員11人)
平 26 02 25 水槽付（2,000ℓ）消防ポンプ自動車（日野レンジャー 水Ⅱ型 ）を購入し本署に配備

平 25 04 01 消防吏員1人採用(定員55人　実員55人)
平 25 04 12 広島県ドクターヘリ運用開始
平 25 07 01 職員定数条例改正（消防機関の職員　定員60人）

平 25 02 28 消防救急無線のデジタル化基本設計完了
平 25 03 19 消防緊急通信指令システム部分改修（情報系）完了
平 25 03 31 消防吏員1人退職

平 24 11 09 除雪機購入、芸北出張所に配備
平 24 12 27 広島県メディカルコントロール協議会認定（薬剤投与資格取得）1人(実員10人)
平 25 02 21 消防緊急通信指令システム（情報系改修）試験運用開始

平 24 07 30 広島県メディカルコントロール協議会認定（薬剤投与資格取得）1人(実員9人)
平 24 08 29 上下式防火衣（ＩＳＯ規格）第2期整備　24着購入　全職員へ貸与完了
平 24 10 19 ＫＤＤＩ　ＩＰ電話119番回線収容工事完了

平 24 03 31 行政職１人町長部局へ帰任（警防係専門員）
平 24 04 01 消防吏員1人採用(定員55人　実員55人)
平 24 07 06 緊急消防援助隊支援資機材（エアーテント一式）の国からの無償使用

平 24 03 14 豊平出張所豊平支所へ移転（北広島町戸谷1088番地1）
平 24 03 16 高規格救急自動車（トヨタ2Ｂ型4ＷＤ）を購入し豊平出張所に配備
平 24 03 26 北広島町役場豊平支所庁舎改修竣工式

平 23 09 30 位置情報通知システム（簡易型）運用開始
平 23 10 25 上下式防火衣（ＩＳＯ規格）第1期整備　30着購入
平 24 03 06 北広島町役場豊平支所改修工事（豊平出張所移転工事）完了

平 23 04 28 救急救命士資格取得（1人）実員16人（薬剤投与資格取得）1人(実員6人)
平 23 08 31 北広島町役場豊平支所改修工事（豊平出張所移転工事）着工
平 23 09 28 広島県メディカルコントロール協議会認定　（薬剤投与資格取得）2人(実員8人)

平 23 03 12 東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）へ緊急消防援助隊（救急隊1隊3人）派遣
（3月12日から31日まで20日間、5隊15人を派遣）

平 23 04 06 公用車（マツダ　デミオ）購入し本署へ配備

年　月　日 概　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要
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令 02 12 25 1500ℓ水積載消防ポンプ自動車（日野デュトロ CD-Ⅰ型）を購入し大朝出張所に配備
令 03 03 31 消防吏員1人退職

令 02 05 01 ＮＥＴ１１９緊急通報システム運用開始
令 02 06 05 芸北出張所便所改修工事完了
令 02 06 16 大朝出張所便所改修工事完了

令 02 04 01 消防吏員３人採用（定員60人　実員58人　再任用1人）
令 02 04 01 救急安心センター事業（♯７１１９）運用開始
令 02 04 01 多言語通訳サービス運用開始

令 01 07 23 芸北出張所油庫改修工事完了
令 01 09 27 高規格救急自動車（トヨタ2Ｂ型4ＷＤ）を購入し大朝出張所に配備（緊急消防援助隊設備

整備費補助事業）
令 02 03 31 消防吏員４人退職

平 31 03 31 消防吏員1人退職
平 31 04 01 消防吏員1人採用（定員60人　実員59人）
令 01 06 28 救急救命士資格取得（1人）実員17人（薬剤投与資格取得）1人(実員15人)

（7月7日から30日までの24日間、21隊84人）
平 30 10 05 本署浴室改修工事完了
平 30 10 11 高規格救急自動車（トヨタ2Ｂ型4ＷＤ）を購入し芸北出張所に配備（緊急消防援助隊設備

整備費補助事業）
平 30 12 26 査察広報車（トヨタハイエース）を購入し本署に配備

平 30 04 01 町長部局との人事交流（課長級）
平 30 06 28 救急救命士資格取得（1人）実員16人（薬剤投与資格取得）1人(実員14人)
平 30 07 07 平成30年7月豪雨災害へ広島県内広域消防相互応援協定に基づき応援隊を派遣

平 30 03 12 本署2階便所改修工事（男・女専用便所）完了
平 30 03 31 消防吏員3人退職（うち救急救命士2人）
平 30 04 01 消防吏員2人採用（定員60人　実員59人）

平 29 07 06 九州北部豪雨へ緊急消防援助隊（救急隊3人及び支援隊1人）を派遣
（7月6日から20日まで15日間、5隊20人）

平 29 12 01 1500ℓ水積載消防ポンプ自動車（日野デュトロ CD-Ⅰ型）を購入し芸北出張所に配備
平 30 01 12 本署仮眠室内装改修工事(クロス張替え及びカーテン取付）完了

平 29 05 31 広島県内高速道路消防相互応援協定及び広島県内広域消防相互応援協定
（平成22年3月16日施行）を廃止

平 29 06 01 広島県内広域消防相互応援協定を締結

年　月　日 概　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要

平 29 04 01 行政職１人町長部局との人事交流（事務職）
平 29 05 08 救急救命士資格取得（1人）実員17人（薬剤投与資格取得）1人(実員14人)
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６　山県東中部消防組合消防本部沿革

昭 61 09 15 119番集中システム運用開始
昭 62 03 31 初代消防長退職

昭 59 12 17 広島県同栄社共済農業協同組合連合会から救急車(ニッサン2Ｂ型)の寄贈を受け、本署に
配備

昭 60 04 01 消防吏員1人採用（退職補充　定員40人　実員40人）
昭 61 09 10 通信指令室完成　コンクリートブロック造 ・ 建築面積14.02㎡・建築費2,270千円

昭 58 07 13 広島県内共通波設置
昭 59 10 01 本署　危険物屋内貯蔵所完成
昭 59 10 22 社団法人日本損害保険協会から水槽付（1,700㍑）消防ポンプ自動車(三菱)の寄贈を受け、

本署に配備

昭 57 05 21 高田地区消防組合と消防相互応援協定の締結
昭 57 11 10 本署　気象観測装置設置
昭 58 03 24 中国自動車道　千代田～鹿野間供用開始（全線開通）

昭 57 04 30 大朝出張所　積載車車庫完成
昭 57 05 15 豊平出張所　積載車車庫完成
昭 57 05 20 本署　訓練塔完成（簡易）

昭 56 08 01 大朝出張所　警防業務開始
昭 56 09 21 日本消防協会から救急車（トヨタ2B型）の寄贈を受け豊平出張所に配備
昭 57 03 31 小型動力ポンプ積載車（トヨタ）3台購入し本署・豊平・大朝出張所にそれぞれ配備

昭 56 07 29 消防ポンプ自動車（ニッサンBD－Ⅰ型）2台購入し豊平・大朝両出張所に配備
昭 56 08 01 豊平出張所開設　警防・予防業務開始
昭 56 08 01 豊平出張所　消防無線電話開設

昭 56 04 01 消防吏員10人増員（実員40人）
昭 56 07 29 豊平出張所庁舎完成（豊平町都志見230番地1）

鉄筋コンクリート平屋建・延べ面積239.21㎡・総工費42,726千円

昭 55 11 17 山県東中部消防組合規約変更許可(広島県知事・指令市第230号)
昭 55 12 11 林野火災特別地域に指定される。
昭 55 12 20 救急車（トヨタ２B型）購入し大朝出張所に配備

昭 55 09 26 大朝出張所庁舎完成
鉄筋コンクリート平屋建・延べ面積220.66㎡・総工費36,975千円
大朝出張所　大朝町大字新庄921番地3に移転

昭 55 08 01 本署　警防業務開始
昭 55 08 01 大朝出張所仮事務所（大朝町基幹集落センター）において救急業務開始
昭 55 08 01 大朝出張所　消防無線電話開設

昭 55 07 30 庁舎(本部・署)完成
鉄筋コンクリート造2階建・延べ面積506.19㎡・総工費83,051千円

昭 55 08 01 本部及び署を千代田町大字春木516番地に移転

昭 55 04 02 政令指定を受ける。（自治省・告示第81号）
昭 55 04 07 本部・署庁舎起工式
昭 55 07 25 消防ポンプ自動車（BD－Ⅰ型）購入し本署に配備

昭 55 03 30 予防査察車（三菱ジープ４ＷＤ）購入し本署に配備
昭 55 04 01 消防吏員19人増員（実員30人）
昭 55 04 01 予防業務開始

昭 54 10 19 本署　消防無線電話開設
中国縦貫自動車道千代田～三次間供用開始

昭 55 01 19 日本損害保険協会から救急車（ニッサン3Ｂ型）の寄贈を受け、本署に配備

昭 54 10 09 指揮車（トヨタ クラウン）購入し本署に配備
昭 54 10 11 開庁式
昭 54 10 18 本署　救急業務開始

昭 54 09 20 119番設置
昭 54 10 01 ウツミ物産（株）所有の事務所を昭和54年10月1日から昭和55年7月3日までの間借用し仮

事務所とする。
昭 54 10 09   広島市消防局より救急車（3Ｂ型）借用（昭和54年10月9日～昭和55年1月31日）

年　月　日 概　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要

昭 54 08 14 山県東中部消防組合設立許可（広島県知事・指令市第114号）
昭 54 09 10 消防長以下11人の消防吏員採用
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平 05 04 01 山県東中部消防本部と高田地区消防本部による第3次人事交流
平 05 07 11 週40時間勤務（完全土曜閉庁）施行
平 05 09 09 救急救命士養成課程１人派遣 (広島市消防局救急救命士養成所)

   鉄骨造平屋建・延べ面積28.8㎡・総工費1,906千円
平 05 01 27 救助工作車（日野 レンジャー）購入し本署に配備
平 05 02 02 広島県同栄社共済農業協同組合連合会から救急車(ニッサン2Ｂ型4ＷＤ)の寄贈を受け、本

署に配備

平 04 10 31 本署車庫、事務所等増築工事完了
   鉄骨造2階建・延べ面積97.3㎡・総工費16,419千円

平 05 01 20 大朝出張所車庫棟増築工事完了

平 04 04 01 隔日勤務者週44時間勤務施行
平 04 05 20 山県東中部防火連絡協議会設立
平 04 07 10 広島県新救急医療情報システム始動

平 04 02 24 公用車（トヨタ マークⅡ）購入し本署に配備
平 04 03 31 消防吏員1人退職
平 04 04 01 週40時間勤務の施行及び中国横断自動車道広島浜田線の全線開通に伴う業務増のため

消防吏員7人採用（定員46人　実員46人）

平 03 12 06 緊急通報システムセンター機器（あんしん電話）新設　稼動開始
平 03 12 07 中国横断自動車道広島浜田線全線開通
平 03 12 19 山県東中部消防組合規約変更許可（広島県知事・指令地第88号）

平 03 10 30 中国横断自動車道広島浜田線消防相互応援協定締結
平 03 11 20 指揮車（スバル レガシー）購入し本署に配備
平 03 12 05 消防無線全国共通波基地局増設

平 03 04 21 毎日勤務者週42時間勤務（第2及び第4土曜日閉庁）施行
平 03 04 21 隔日勤務者46時間勤務施行
平 03 04 25 管理者交代（大朝町長から豊平町長）

平 03 04 01 広島市消防局より派遣消防長就任（4代）
平 03 04 01 消防吏員1人採用（退職補充　定員40人　実員40人）
平 03 04 01 山県東中部消防本部と高田地区消防本部による第2次人事交流

平 03 03 22 日本自動車工業会から救急車（トヨタ2Ｂ型4ＷＤ）の寄贈を受け、豊平出張所に配備
平 03 03 31 3代消防長離任（派遣期間満了に伴う）
平 03 03 31 消防吏員1人退職

平 02 09 08 管理者交代（千代田町長から大朝町長）
平 02 09 13 管理者就離任式
平 02 12 18 消防ポンプ自動車（三菱ＣＤ－Ⅰ型）購入し本署に配備

平 元 10 18 消防組合10周年記念式典（記念誌発刊等）
平 元 11 21 日本防火協会から広報車（ニッサン）の寄贈を受け、本署に配備
平 02 03 07 広島県内航空消防応援協定締結

平 元 04 01 山県東中部消防本部と高田地区消防本部による人事交流開始
平 元 09 28 千代田局119番増設
平 元 10 11 400メガヘルツ帯消防無線機電話開設

平 元 03 10 山県東中部消防本部と高田地区消防本部による人事交流調印式（県庁）
平 元 03 31 2代消防長離任（派遣期間満了に伴う）
平 元 04 01 広島市消防局より派遣消防長就任(3代)

昭 63 03 31 消防吏員1人退職
昭 63 04 01 消防吏員1人採用（退職補充　定員40人　実員40人）

課制度施行

  備北地区消防組合消防本部
  高田地区消防組合消防本部
  山県東中部消防組合消防本部

昭 63 03 30 社団法人日本損害保険協会から救急車(ニッサン2Ｂ型)の寄贈を受け、大朝出張所に配備
昭 63 03 24 陰陽(県境)隣接広域消防相互応援協定調印式

  江津市外７町村消防組合消防本部

昭 62 04 01 広島市消防局より派遣消防長就任(2代)
昭 62 10 01 広島県内広域消防相互応援協定締結
昭 62 10 17 山県東中部危険物安全協会設立

年　月　日 概　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要
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平 11 02 18 第7回全国救急隊員シンポジウムが広島市で開催され、救急救命士を含む5人がデモンスト
レーションに出場

平 11 03 31 6代消防長離任（派遣期間満了に伴う）

平 10 10 23 第2回自衛消防隊消防競技大会開催
平 10 11 09 携帯電話からの119番通報受付業務の開始
平 10 11 09 第1回全国消防広報コンクールポスター部門で、消防庁長官表彰受賞

平 10 05 14 救急救命士資格取得（1人）実員5人
平 10 05 21 消防緊急通信システム開設式
平 10 09 11 救急救命士養成課程1人派遣（広島市消防局救急救命士養成所）

平 10 04 01 消防緊急通信指令システム運用開始
平 10 04 01 山県東中部消防本部と高田地区消防本部による第6次人事交流
平 10 04 01 山県東中部消防本部と広島市消防局による人事交流

平 10 03 04 自治体消防発足50周年記念防災講演会
講演者（東京大学地震研究所広島地震観測所　主任　三浦　勝美氏）

平 10 03 17 消防緊急通信指令施設工事完了

   鉄骨造平屋建・建築面積57.6㎡・建築費32,000千円
平 09 12 02 特別養護老人ホーム「ゆりかご荘」及び「ケアハウスゆりかご」と阿坂自治会の災害応援協

力協定締結式
平 10 02 03 山県東中部消防組合規約変更許可（広島県知事・指令地方第95号）

平 09 10 22 第1回自衛消防隊消防競技大会開催
平 09 11 04 特別養護老人ホーム「やすらぎ」と大朝五丁目部落の災害応援協力協定締結式
平 09 11 28 通信指令室増築工事完了

平 09 06 05 山県東中部危険物安全協会発足10周年記念防災講演（前・島原市長　鐘ヶ江　管一氏）
平 09 09 11 救急救命士養成課程1人派遣(広島市消防局救急救命士養成所)
平 09 09 30 養護老人ホーム「仁愛園」と蔵迫3区の災害応援協力協定締結式

平 09 04 01 広島市消防局より派遣消防長就任（6代）
平 09 04 01 山県東中部消防本部と高田地区消防本部による第5次人事交流
平 09 05 15 救急救命士資格取得（1人）実員4人

平 08 09 12 救急救命士養成課程1人派遣（広島市消防局救急救命士養成所）
平 08 10 01 消防組織法の一部改正による消防職員委員会設置
平 09 03 31 5代消防長離任（派遣期間満了に伴う）

平 08 04 01 山県東中部消防本部と広島市消防局による第2次人事交流
平 08 05 17 救急救命士資格取得(1人)実員3人
平 08 07 11 広島県防災ヘリコプター応援協定締結

平 08 03 29 山県東中部消防組合規約変更許可（広島県知事・指令地方第97号）
平 08 03 31 消防吏員1人退職
平 08 04 01 消防吏員1人採用(退職補充　定員46人　実員46人)

平 07 08 01 社団法人日本損害保険協会から水槽付（1,700㍑）消防ポンプ自動車（ニッサンコンドル）の
寄贈を受け、大朝出張所に配備

平 07 09 12 救急救命士養成課程1人派遣(広島市消防局救急救命士養成所)
平 07 12 29 消防ポンプ自動車（いすずエルフＣＤ－Ⅰ型4ＷＤ）購入し豊平出張所に配備

平 07 04 01 山県東中部消防本部と山県西部消防本部による人事交流
平 07 04 01 山県東中部消防本部と高田地区消防本部による第4次人事交流
平 07 04 27 救急救命士資格取得（1人）実員2人

平 07 01 17 兵庫県南部地震（阪神、淡路大震災）へ緊急消防援助隊（救助隊1隊5人）派遣（1月17日か
ら25日までの9日間、3隊15人を派遣）

平 07 01 30 高規格救急自動車（トヨタ2Ｂ型4ＷＤ）購入し本署に配備
平 07 03 31 山県東中部消防組合15周年記念式典

平 06 05 27 最初の救急救命士資格取得（1人）
平 06 09 08 救急救命士養成課程派遣１人(広島市消防局救急救命士養成所)
平 06 11 01 広島県総合防災行政無線局開局（平成7年4月1日運用開始）

平 06 03 31 4代消防長離任（派遣期間満了に伴う）
平 06 04 01 広島市消防局より派遣消防長就任（5代）
平 06 04 01 山県東中部消防本部と広島市消防局による人事交流開始

年　月　日 概　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要

平 05 10 26 広島県内高速道路消防相互応援協定締結
平 05 10 28 畑地区119番通報デジタル化（千代田局化）
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平 17 01 29 豊平町閉庁式
平 17 01 31 山県東中部消防組合閉庁

平 16 09 02 救急救命士養成課程1人派遣（広島市消防局救急救命士養成所）
平 17 01 23 大朝町閉庁式
平 17 01 29 千代田町閉庁式

平 15 10 01 消防吏員1人採用（退職補充　定員46人　実員46人）
平 16 04 16 広島圏域メディカルコントロール協議会設置
平 16 04 21 救急救命士資格取得（1人）実員11人

平 15 05 26 日本防火協会「防火防災訓練用資器材助成事業」により煙体験ハウス、その他資器材の寄
贈を受ける。

平 15 06 30 消防吏員1人退職（定員46人　実員45人）
平 15 09 02 救急救命士養成課程1人派遣（広島市消防局救急救命士養成所）

平 15 04 01 消防吏員1人採用（退職補充　定員46人　実員46人）
平 15 04 01 山県東中部消防組合規約変更許可（広島県知事　指令市行第10号）
平 15 04 21 救急救命士資格取得（1人）実員10人

平 14 10 01 千代田へリポート開所
平 14 10 23 第5回自衛消防隊消防競技大会開催
平 14 11 30 消防吏員1人退職

平 14 04 18 救急救命士資格取得（1人）実員9人
平 14 07 19 化学防護服（3着）購入
平 14 09 09 救急救命士養成課程1人派遣（広島市消防局救急救命士養成所）

平 13 10 17 第4回自衛消防隊消防競技大会開催
平 13 10 23 中国・四国ブロック緊急消防援助隊合同訓練参加（高知県、1隊5人）
平 14 04 01 山県東中部消防本部と高田地区消防本部による第9次人事交流

平 13 06 12 平成13年度婦人防火クラブ員救急講習会モデル地域指定を受ける（豊平町5クラブ）
平 13 09 10 救急救命士養成課程1人派遣（広島市消防局救急救命士養成所）
平 13 09 26 訓練塔改修整備

平 13 04 01 消防吏員、事務吏員各1人採用（退職及び欠員補充　定員46人　実員46人）
平 13 04 01 山県東中部防火協会設立（危険物安全協会と防火連絡協議会の統合による）
平 13 05 10 救急救命士資格取得（1人）実員8人

平 13 03 24 芸予地震発生（大規模地震対応マニュアルに基づき対処）
平 13 03 31 事務吏員1人退職
平 13 03 31 山県東中部消防本部と広島市消防局による人事交流者帰任

平 12 10 20 第3回自衛消防隊消防競技大会開催
平 13 01 18 特別養護老人ホーム「正寿園」・老人保健施設「あけぼの」・医療法人明和会「益田病院」と

新宮町・東横町防災ボランティアとの災害救護応援協力協定締結式
平 13 02 28 高規格救急自動車（トヨタ2Ｂ型4ＷＤ）購入し大朝出張所に配備

平 12 04 21 救急救命士資格取得（1人）実員7人
平 12 09 07 救急救命士養成課程1人派遣（広島市消防局救急救命士養成所）
平 12 09 09 高規格救急自動車（トヨタ2Ｂ型4ＷＤ）購入し豊平出張所に配備

平 12 02 29 コンピューター西暦2000年問題警戒（第二次）
平 12 03 31 次長広島市消防局ヘ帰任（定員46人、実員45人）
平 12 04 01 山県東中部消防本部と高田地区消防本部による第8次人事交流

平 11 09 30 本署消毒室新設工事完了
平 11 10 19 山県東中部消防組合設立20周年記念式典
平 11 12 31 コンピューター西暦2000年問題警戒（第一次）

平 11 04 01 組織改正（消防署の課制を係制に改正）
平 11 04 22 救急救命士資格取得（1人）実員6人
平 11 09 09 救急救命士養成課程１人派遣（広島市消防局救急救命士養成所）

平 11 04 01 7代消防長就任（部内登用）
平 11 04 01 広島市消防局から次長就任
平 11 04 01 山県東中部消防本部と高田地区消防本部による第7次人事交流

年　月　日 概　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要
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○　浜田市・北広島町消防相互応援協定 平成 １９年　４月　１日締結

○　広島県内広域消防相互応援協定 平成 ２９年　６月　１日締結

○　浜田自動車道(浜田～千代田)消防相互応援協定 平成 　３年１０月３０日締結

○　広島県防災ヘリコプター応援協定 平成 　８年　７月１１日締結

○　県境隣接広域消防相互応援協定 平成 １７年　４月　１日締結

７　消防応援協定

○　広島県内航空消防応援協定 平成 　２年　３月　７日締結

11





１　北広島町消防本部の組織

本

署

第１隊司令 第１隊

第２隊司令 第２隊

芸

北

出

張

所

所

長

副

所

長

第１隊

第２隊

豊

平

出

張

所

所

長

副

所

長

第１隊

第２隊

総 務 課 総 務 係

予 防 係

救 急 係

消防本部

消防署

消

防

長

町

長

次

長

副

町

長

通信指令係

警 防 係

消 防 課

大

朝

出

張

所

所

長

副

所

長

第１隊

第２隊

署

長

副

署

長
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 　鉄骨・一部鉄筋コンクリート造(平屋建)

　 昭和５８年１０月竣工

　 敷地面積　１，３４３．００㎡

　 建築面積　　　２５２．４１㎡

　 延べ面積　　　２３４．９２㎡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芸　北　出　張　所
芸北出張所住所

 　北広島町川小田１００７５番地６６

　 ＴＥＬ・ＦＡＸ　０８２６－３６－３１１９

 　Ｉ　Ｐ　０５０－５８１２－２１１９

敷地面積　１，９２８．００㎡

建築面積　　　３６９．９７㎡

延べ面積　　　６６１．１６㎡

Ｉ　Ｐ　０５０－５８１２－１１１９

鉄筋コンクリート造（２階建）

昭和５５年７月竣工

消防本部住所

北広島町春木５１６番地

ＴＥＬ　０８２６－７２－０１１９

ＦＡＸ　０８２６－７２－５１４５

３　消防庁舎の概要

　　　　　北広島町消防本部（署）

4 . 1 ～５代 日 田 靖 成 １年 令 2 .

3 . 31. 4 . 1 ～ 令

. 3 . 31

４代 石 井 雅 宏 ３年 平 29

4 . 1 ～ 平 29３代 田 辺 弘 司 ３年 平 26 .

2 .

3 . 31. 4 . 1 ～ 平

. 3 . 31

２代 一 部 誠 ７年 平 19

2 . 1 ～ 平 19初代 若 本 啓 二 ２年 平 17 .

26 .

２　歴代消防長

区分 氏　　　名 在職年数 在　職　期　間
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3111 . 4 . 1 ～

1 ～
3 . 31 派　　遣

７代 若 本 啓 二 ６年 平
. 1 ～ 平 11 .

平 17 . 1 .
６代 広 川 清 昭 ２年 平 9 . 4

派　　遣
５代 小 田 敏 数 ３年 平

. 1 ～ 平 6 .
派　　遣平 9 . 3 . 316 . 4 .

31元 . 4 . 1 ～
3 . 31４代 有 田 幸 悦 ３年 平 3 . 4

初代
3 . 31 派　　遣

３代 香 川 堅 ２年 平
. 1 ～ 平 元 .

派　　遣平 3 . 3 .

昭 62 . 3 . 3154 . 9 . 10 ～
２代 山 根 光 夫 ２年 昭 62 . 4

泉 洋 吉 ７年６ヶ月 昭

大 朝 町

（３）　消防長

区分 氏　名 在職年数 在　職　期　間 備　　考

平 17 . 1 . 3110 . 12 . 24 ～
17 千代田町

７代 伊 藤 博 夫 ６年２ヶ月 平
. 30 ～ 平 10 .

大 朝 町
６代 村 田 史 郎 １年 平 9 . 11

平 9 . 11 . 306 . 12 . 22 ～
12 .

５代 六 信 来 ３年 平
. 30 ～

. 12 . 2 ～
12 . 17 千代田町平 6 .４代 村 田 史 郎 ３年 平 3 . 11

12 . 2 大 朝 町
３代 六 信 来 ４年 昭

. 6 ～ 昭 62 .
大 朝 町平 3 . 11 . 3062

大 朝 町
２代 多 田 春 男 ４年 昭 58 . 12

昭 58 . 11 . 3054 . 8 . 20 ～初代 加 計 平 男 ４年４ヶ月 昭

31 豊 平 町

（２）　組合議長

区分 氏　名 在職年数 在　職　期　間 備　　考

～ 平 17 . 1 .平 3 . 4 . 26
. 4 . 25 大 朝 町

３代 前 田 達 郎 １３年９ヶ月
9 . 6 ～ 平 3２代 脇 本 大 六 ６ヶ月 平 2 .

～昭 54 . 8 . 14
区分 氏　名 在職年数 在　職　期　間 備　　考
初代 井 上 一 位 １１年６ヶ月 5 千代田町平 2 . 9 .

　 　平成２４年３月　役場豊平支所内へ移転

　 　延べ面積　　　２７１．６８㎡

　　　　　　　　　　　　　　　　　(消防署部分）

４　山県東中部消防組合時代の歴代管理者、議長、消防長
（１）　管理者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊　平　出　張　所

　豊平出張所住所

　 　北広島町戸谷１０８８番地１

　 　ＴＥＬ・ＦＡＸ　０８２６－８３－０１１９

 　　Ｉ　Ｐ　０５０－５８１２－４１１９

 　　鉄筋コンクリート造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 延べ面積　  　２２０．６６㎡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　Ｉ　Ｐ　０５０－５８１２－３１１９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　鉄筋コンクリート造(平屋建)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 昭和５５年９月竣工

　 　(３階建の１階一部を使用）

　　　　　　　　大　朝　出　張　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大朝出張所住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　北広島町新庄９２１番地３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ＴＥＬ・ＦＡＸ　０８２６－８２－１１１９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　敷地面積　１，１５７．００㎡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 建築面積　　　２２０．５１㎡
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1

合　　　計 1 5 13 17 2 18 2 58

1

4 6

５ ６ 歳 ～ ６ ０ 歳 1 3

５ １ 歳 ～ ５ ５ 歳 1 1

102 3

４ ６ 歳 ～ ５ ０ 歳 1 6

3

４ １ 歳 ～ ４ ５ 歳 1

1 8

4

３ ６ 歳 ～ ４ ０ 歳 2 1

３ １ 歳 ～ ３ ５ 歳 1 3

2 12 14

２ ６ 歳 ～ ３ ０ 歳

１ ８ 歳 ～ ２ ５ 歳

126 6

消防士 事務職員 合　計

18 2 58

（４）　職員の年齢

　　　　　 　　  　　　 　      階級別
　年　齢

 

合　　　計 1 5 13 17 2

司令長 司　令 司令補 士　長 副士長

3 6 1 15

1 1 96

３０ 年 以 上 1 4

２５ 年 以 上 ３０ 年 未 満 1

11

２０ 年 以 上 ２５ 年 未 満

１５ 年 以 上 ２０ 年 未 満

0

1 32

１０ 年 以 上 １５ 年 未 満

9 9

　５ 年 以 上 １０ 年 未 満

2 3 5

6 2 3

6 6

　３ 年 以 上   ５ 年 未 満

　３ 年 未 満

司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 消防士 事務職員 合　計
　　　　    　　　　　　　      階級別
　年　数

2 18 2

（３） 職員の経験年数

3 3 8

合　　　計 1 5 13 17

8

豊 平 出 張 所 2

58

（　　）は本部兼職

大 朝 出 張 所 1 1 3 3

)

芸 北 出 張 所 2 4

) () ( 1 ) ( 5(

2

6

消
　
防
　
署

本 署 3
6 ) ( 5

1 2
17

8

1 5 19

1 1 3 2 8

1

総 務 課 1

消
防
本
部

消 防 長 1

消 防 課 1 7 5

58

（２）　職員の配置状況

　　　　　　　　　　　          階級別
　区　分

司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 消防士 事務職員 合　計

実　　　員 1 5 13 17 2 18 2

５　消防職員の現況
（１）　実　　員

　　　　　    　　　　　 　     階級別
　区　分

司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 消防士 事務職員 合　計

１５



1 1 1 1 6

広 島 市 消 防 局 派 遣 研 修 24 1 2 27

酸 素 欠 乏 ・ 硫 化 水 素
危 険 作 業 主 任 者 1 1

1 1 2

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物
管 理 責 任 者 21 1

指 導 救 命 士

2 1 3 12

気 管 挿 管 ( 救 急 救 命 士 ） 1 21

1 1 2消 防 用 設 備 等 6 1

3 1 2

1

1 1 2 10

2 29

予
防
技
術
資

格
者

防 火 査 察 4 1 1

8 5 7 4

12

危 険 物

2 28

小 型 移 動 式 ク レ ー ン 3

8 5 7 4玉 掛 け 技 能 2

8

43

小 型 船 舶 操 縦 士 6

1 6 3 1 2 1

4 2 2 2 2

2

潜 水 士 25 2 1 1

5

多 数 傷 病 者 訓 練
指 導 者 養 成 コ ー ス 3

資
格
取
得
状
況

第 2 級 陸 上
17 2 2 2 2

1 1 1

42
特 殊 無 線 技 士

6

上 級 救 助 隊 員 コ ー ス 1 1

1 1 1

1 1 4

現 場 指 揮 者 養 成 教 育 1 1 1

1

26
（ ス キ ル ア ッ プ コ ー ス ）
救 急 救 命 士 教 育 コ ー ス

5 1 1 1

2
（ リ ー ダ ー シ ッ プ コ ー ス ）

1 1

1

1

9

特
　
別
　
教
　
育

消 防 団 教 育 担 当 29 2

1 1 1

33
救 急 救 命 士 教 育 コ ー ス

18

4 1 1

1 2

2

教
育

幹
部

初 級 幹 部 科 13

1 1

専
　
　
科
　
　
教
　
　
育

14

中 級 幹 部 科

特 殊 災 害 科

1

2 1 3 134(救急Ⅱ･救急標準課程)

救 助 科 35 1

1 1 2 7 6 3
救 急 科

108

1 1 1 452

1 1 15

14

火 災 調 査 科 13

1 1 1

1

1 20

危 険 物 科 10 1

1予 防 査 察 科 （ 設 備 ） 17 1

1 15

予 防 査 察 科 （ 査 察 ） 14 1

1 1警 防 科 12

1 17

6 3 2 1 3 86

7

初 任 教 育 60 1 1 2 7

1 23

薬 剤 投 与 追 加 講 習 2 2 2 1

1 1 1 1 1 1救 急 救 命 士 養 成 課 程 16

消 防 大 学 校 9 111 1

（５）　職員の研修・資格取得状況
　 22年

以前
23 24 25 26 27 28 29 30 R1 R2 計年 度

教育・研修等
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合　　　　　　計 1,521 837 247 208 229

17 文 化 財 4 1 3

25 30

11 12

ロ イ以外の複合用途対象物 60 26 23 8 3

航 空 機 の 格 納 庫

16
イ 特 定 複 合 用 途 対 象 物 108 49 36

38

15 そ の 他 の 事 業 場 253 138 49 27 39

14 倉 庫 267 174

13
イ 自 動 車 車 庫 、 駐 車 場 44 16 13

38 63

ロ ス タ ジ オ 1 1
12

イ 工 場 、 作 業 場 292 177 14

7 8

ロ

イ 以 外 の 公 衆 浴 場 等

11 神 社 、 寺 院 等 10 7 3

10 停車場、船舶・航空機の発着場 1 1

9
イ 蒸 気 、 熱 気 浴 場

3

8 図 書 館 博 物 館 、 美 術 館 8 4 1 3

7 小 、 中 、 高 、 大 学 等 50 21 6 20

ロ

ロ 老 人 短 期 入 所 施 設 等 17 8 3 2 4

4 2 6

4 百 貨 店 、 マ ー ケ ッ ト 等 34 23 1 6

6

イ 病 院 、 診 療 所 等 13 8 2

ハ 老人デイサービスセンター等 24 12

3

二 幼 稚 園 等

5
イ 旅 館 、 ホ テ ル 等 20 3 8 5 4

ロ

飲 食 店 等 42 18 5 8 11

寄宿舎、下宿、共同住宅 130 105 7 16 2

4

3
イ 待 合 、 料 理 店 等 1 1

二 カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等

2
ハ

性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 店 等
を 営 む 店 舗 等

ロ

ロ 遊 技 場 等 1 1

イ キ ャ バ レ ー 等 2 2

1
イ 劇 場 、 映 画 館 等 3 1 2

ロ 公 会 堂 、 集 会 場 136 48 49 15 24

１　防火対象物状況

政令区分 用　　途　　別 合  計 千代田地域 芸北地域 大朝地域 豊平地域

17



乙 種 防 火 管 理 講 習 令 和 2 年 7 月 14 日 1

甲 種 防 火 管 理 「 再 講 習 」 令 和 2 年 7 月 15 日 5

５　防火管理講習実施状況

講  習  種  別 開  催  年  月  日 受講者数

甲 種 防 火 管 理 新 規 講 習 令 和 2 年 7 月 14 日 ・ 15 日 13

消 防 計 画 届 出 数 572 288 102 94 88

選 任 届 出 数 592 313 102 96 81

８ 条 対 象 物 数 679 416 104 89 70

４　防火管理者選任状況

区　　　　　分 千代田地域 芸北地域 大朝地域 豊平地域

合　　　計 516 249 92 84 91

危 険 物 製 造 所 等 79 47 8 15 9

非 特 定 防 火 対 象 物 350 173 56 54 67

特 定 防 火 対 象 物 87 29 28 15 15

３　立入検査実施状況

区　　　　　分 千代田地域 芸北地域 大朝地域 豊平地域

8 14 3 1合　　計 67 30 11 6 3

ロ 6 4 1

21

1
１６項

イ 4 1

１５項 7 2 1 1 1 2

１２項イ 6 4 1 1

11 3７項 8 3

ハ 1 1

1

６項

イ 4 1 2

ロ 2 2

ロ 25 13 5 5 1

1

1
５項

イ 1

４項 1 1

1

３項
イ

ロ 1 1

１項イ 1

３
階

５
階

６
階
以
上

３
階

４
階

５
階

６
階
以
上

２　３階以上の建築物の棟数

項　　別 千代田地域 芸北地域 大朝地域 豊平地域

階　　数
３
階

４
階

５
階

６
階
以
上

４
階

５
階

６
階
以
上

３
階

４
階

地域別合計

地域別
合計

地域別

合計
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合　　　　　　　　　計 1,603 725 194 239 445

露 店 等 の 開 設 届 5 2 2 1

火
災
予
防
条
例
関
係

火 災 と ま ぎ ら わ し い 行 為 の 届 683 264 44 111 264

水 道 断 ・ 減 水 届 1 1

道 路 工 事 届 60 25 12 7 16

煙 火 打 ち 上 げ ・ 仕 掛 花 火 の 届 10 3 2 3 2

催 物 開 催 届 1 1

水 素 ガ ス を 充 て ん す る 気 球 の 届

指 定 可 燃 物 貯 蔵 取 扱 届 3 2 1

少 量 危 険 物 貯 蔵 取 扱 届 9 6 1 2

3 19

ネ オ ン 管 灯 設 備 設 置 届

6

ボ イ ラ ー ･ 炉 ・ か ま ど 等 設 置 届 10 2 2 6

防 火 対 象 物 使 用 開 始 届 59 48 2 3

変 電 ・ 発 電 ・ 蓄 電 池 設 備 等 設 置 届 45 18 5

液 化 石 油 ガ ス 貯 蔵 取 扱 届 4 4

毒 劇 物 貯 蔵 取 扱 届

圧 縮 ア セ チ レ ン ガ ス 貯 蔵 取 扱 届

消 防 計 画 作 成 ( 変 更 ） 届 61 26 15 9 11

79

工 事 整 備 対 象 設 備 等 着 工 届 55 35 5 5 10

防 火 管 理 者 選 任 ( 解 任 ) 届 47 18 12 8 9

防 火 対 象 物 点 検 結 果 報 告 書 43 15 11 4 13

６　予防事務処理状況

届　出　区　分
　　　　　地域別

合計
千代田地域 芸北地域 大朝地域 豊平地域

消
防
法
令
関
係

消防用設備等（ 特殊消防用設備等）計画書 8 6 1 1

消防用設備等（ 特殊消防用設備等）設置届 38 17 8 4 9

消 防 用 設 備 等 （ 特 殊 消 防 用 設 備 等 ）
点 検 結 果 報 告 書 461 234 73 75
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合　　　　　計 42 27 7 2 6

在 庫 管 理 届 3 1 2

2

休 止 届

名 義 ・ 名 称 変 更 届 14 9 2 1 2

軽 易 変 更 届 10 8 1 1

1

品 名 ・ 数 量 変 更 届

届
出
関
係

譲 渡 引 渡 届 2 1

廃 止 届 4 2

保 安 監 督 者 選 ・ 解 任 届 9 7 1 1

合　　　　　計 63 54 5 4

予 防 規 程 制 定 ・ 変 更 申 請 6 3 2 1

申
請
関
係

仮 貯 蔵 ・ 仮 取 扱 申 請 3 2 1

仮 使 用 承 認 申 請 14 12 1 1

タ ン ク 検 査 申 請

変 更 許 可 申 請 19 16 1 2

設 置 許 可 申 請 2 2

完 成 検 査 申 請 19 19

８　危険物施設等事務処理状況

施　　設　　名 千代田地域 芸北地域 大朝地域 豊平地域

合　　　　　計 202 144 26 14 18

一 般 取 扱 所 26 24 2

6

販 売 取 扱 所取
扱
所

給 油 取 扱 所 35 19 6 4

移 送 取 扱 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所 38 19 13 4 2

屋 外 貯 蔵 所 14 14

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所 17 10 3 3 1

7

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所 30 28 2

貯
蔵
所

屋 内 貯 蔵 所 38 27 2 2

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所 2 1

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

1

製　　　　　造　　　　　所 2 2

７　危険物施設状況

施　　設　　名 千代田地域 芸北地域 大朝地域 豊平地域地域別
合計

地域別
合計
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文字 52 52

き た ひ ろ 情 報 ア プ リ 2 2

町ケーブルテレビ
（きたひろネット）

での広報

告知 17 17

動画 18 18

データ 23 23

催 物 等 参 加 （ イ ベ ン ト 等 ）

町 広 報 紙 等 記 事 掲 載 15 15

移 動広報（ 予防運動・ パレード 等） 199 53 45 47 54

防 災 行 政 無 線
で の 町 内 放 送 回 数 92 30 32 30

人員 102 53 32 17
見 学 説 明

回数 8 4 3 1

14

人員 4,920 2,621 649 1,167 483

消 防 訓 練 立 会 指 導
（ 避 難 ・ 消 火 訓 練 等 ）

回数 78 34 18 12

5

人員 599 210 165 107 117
防 火 講 習 会

回数 24 8 5 6

１０　広報活動実施状況

実　施　内　容 千代田地域 芸北地域 大朝地域 豊平地域

1

合　　　　　計 35 32 1 2

1

増 築 2 2

工
事
区
分

新 築 32 30 1

そ の 他 1

合　　　　　計 35 32 1 2

そ の 他 6 6

９　建築同意事務処理状況

用　　　　　途
　

千代田地域 芸北地域 大朝地域 豊平地域

1

非特定防火対象物 13 12 1用
途
区
分

特 定 防 火 対 象 物 4 2 1

一 般 住 宅 12 12

地域別

合計

地域別

合計
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合　　　　　　計 72 36 31 3 2

特 定 高 圧 ガ ス 消 費 者 6 6

第 ２ 種 貯 蔵 所 1 1

第 １ 種 貯 蔵 所 4 4

販 売 事 業 者 13 7 1 3 2

第 ２ 種 製 造 者 43 13 30

第 １ 種 製 造 者 5 5

１３　高圧ガス事業所の現況

区　　　　　分 千代田地域 芸北地域 大朝地域 豊平地域

合　　　　　　計 25 21 1 1 2

定 期 自 主 検 査 実 施 報 告 2 2

販 売 ・ 火 薬 庫 ・ 消 費
年 度 報 告 6 5 1

許 可 申 請 書 等 記 載 事 項
変 更 報 告 ( 届 出 ） 4 4

保 安 検 査 申 請 1 1

火 薬 類 取 扱 保 安
責 任 者 等 選 ( 解 ） 任 届 6 6

火 薬 類 譲 渡 許 可 申 請

火薬類消費許可申請(煙火） 3 1 1 1

火薬類譲（受・渡）消費許可申請 3 2 1

火 薬 庫 設 置 等 許 可 申 請

１２　火薬類関係届出状況

項　　　　　目 千代田地域 芸北地域 大朝地域 豊平地域

合　　　　　　計 1 1

火薬庫外貯蔵所所有事業所

火 薬 庫 所 有 事 業 所 1 1

１１　火薬類事業所の現況

区　　　　　分 千代田地域 芸北地域 大朝地域 豊平地域

火 薬 類 販 売 事 業 所

火 薬 類 製 造 事 業 所

地域別
合計

地域別

合計
地域別

合計
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合　　　　　　計 21 20 1

事 故 届 出

保 安 検 査 結 果 報 告 4 4

保 安 検 査 受 検 届 4 4

第 二 種 製 造 事 業 承 継 届 出

特 定 高 圧 ガ ス 取 扱 主 任 者
選 任 解 任 届 1 1

販 売 主 任 者 選 任 解 任 届

冷 凍 保 安 責 任 者 ･ 代 理 者
選 任 解 任 届 1 1

保 安 主 任 者 ・ 保 安 企 画 推 進 員
選 任 解 任 届

保安統括者・技術管理者・係員
選 任 解 任 届 2 2

危 害 予 防 規 定 届 5 5

特 定 高 圧 ガ ス 消 費 廃 止 届

特 定 高 圧 ガ ス
消 費 設 備 等 変 更 届

特 定 高 圧 ガ ス 消 費 届

製 造 ・ 貯 蔵 ・ 販 売 廃 止 届 2 1 1

高 圧 ガ ス 製 造 開 始 届

販 売 に 係 る 高 圧 ガ ス の
種 類 変 更 届

高 圧 ガ ス 販 売 事 業 届

完 成 検 査 申 請

第 ２ 種 貯 蔵 所 位 置 等 変 更 届

第 ２ 種 貯 蔵 所 設 置 届

第 １ 種 貯 蔵 所 軽 微 変 更 届 1 1

第 １ 種 貯 蔵 所 位 置 等
変 更 許 可 申 請

第 １ 種 貯 蔵 所 設 置 許 可 申 請

製 造 施 設 等 変 更 届

製 造 施 設 軽 微 変 更 届 1 1

製 造 施 設 等 変 更 許 可 申 請

製 造 事 業 届

製 造 許 可 申 請

１４　高圧ガス保安法事務処理状況

区　　　　　分 千代田地域 芸北地域 大朝地域 豊平地域地域別
合計
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. 21 21 北広島町中原 豊　平5 中原女性防火クラブ Ｈ 16 . 7

4 . 1 31 北広島町今吉田 豊　平

. 1 92 北広島町阿坂 豊　平9

4 今吉田女性防火クラブ Ｓ 62 .

3 阿坂女性防火クラブ Ｓ 60 .

4 . 1 36 北広島町都志見 豊　平

. 1 63 北広島町吉木 豊　平7

2 都志見女性防火クラブ Ｓ 60 .

1 吉木女性防火クラブ Ｓ 42 .

 NO　　 団　　　体　　　名 結成日 人員数 クラブ事務局所在地 地域

. 23 129 北広島町都志見 豊　平

（３）　女性防火クラブ

3 豊平小学校幼年消防クラブ H 25 . 4

7 . 10 63 北広島町新庄 大　朝

. 10 62 北広島町大朝 大　朝7

2 新庄小学校少年消防クラブ Ｓ 61 .

1 大朝小学校少年消防クラブ Ｓ 61 .

 NO　　 団　　　体　　　名 結成日 人員数 クラブ事務局所在地 地域

. 2 7 北広島町川小田 芸　北

（２）　少年消防クラブ

9 芸北つくし保育園幼年消防クラブ Ｈ 17 . 6

千代田7

8
幼保連携型認定こども園

大朝こども園幼年消防クラブ
Ｈ 14 .

7 都谷保育所幼年消防クラブ Ｈ 14 .

6 . 4 50 北広島町大朝 大　朝

. 10 30 北広島町戸谷 豊　平5

22 北広島町新庄 大　朝7

6 吉坂保育所幼年消防クラブ Ｈ 14 .

5 南方保育所幼年消防クラブ Ｈ 9 .

4 . 1 29 北広島町阿坂 豊　平

. 5 28 北広島町南方

. 18 23 北広島町志路原 豊　平4

4 川戸保育所幼年消防クラブ Ｈ 8 .

3 新庄保育所幼年消防クラブ Ｈ 3 .

1 . 8 5 北広島町川戸 千代田

. 1

１５　民間防火組織一覧表

（１）　幼年消防クラブ

 NO　　 団　　　体　　　名 結成日 人員数 クラブ事務局所在地 地域

2 本地保育所幼年消防クラブ Ｈ 2 .

1
幼保連携型認定こども園

ふたば幼年消防クラブ Ｓ 63 .

4 . 4 45 北広島町本地 千代田
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北広救２ Ｒ１
トヨタ　ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ

2,690ｃｃ　7人

２Ｂ型
高度救命処置用

資器材

消 防 ポ ン プ
自 動 車

北広ポンプ３ 北広Ｐ３ Ｈ29
日野デュトロ
4,000ｃｃ　5人

ＣＤ‐Ⅰ
Ａ－２

水槽容量600ℓ
CAFS

小型高圧送水装置

北広ポンプ５ 北広Ｐ５ Ｈ29
日野デュトロ
4,000ｃｃ　5人

ＣＤ‐Ⅰ
Ａ－２

水槽容量1,500ℓ
サイドプル吸管
簡易救助資機材

豊
平
出
張
所

高 規 格
救 急 自 動 車

北広救急３ 北広救３ Ｈ24
トヨタ　ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ

2,690ｃｃ　7人

２Ｂ型
高度救命処置用

資器材

消 防 ポ ン プ
自 動 車

北広ポンプ２ 北広Ｐ２ Ｒ２
日野デュトロ
4,000ｃｃ　5人

ＣＤ‐Ⅰ
Ａ－２

水槽容量1,500ℓ
サイドプル吸管
上昇式照明装置

大
朝
出
張
所

高 規 格
救 急 自 動 車

北広救急２

芸
北
出
張
所

高 規 格
救 急 自 動 車

北広救急５ 北広救５ Ｈ30
トヨタ　ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ

2,690ｃｃ　7人

テールゲート
昇降装置

非 常 用
高 規 格
救 急 自 動 車

北広救急４ 北広救４ Ｈ22
トヨタ　ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ

2,690ｃｃ　7人
２Ｂ型

高度救命処置用
資器材

資器材輸送車 北広輸送１ 北広資 Ｈ18
三菱キャンター
4,890ｃｃ　7人

本
　
　
　
　
　
　
　
署

２Ｂ型
高度救命処置用

資器材

消 防 ポ ン プ
自 動 車

水槽容量800ℓ
ホースカー

救 助 工 作 車 北広救助１ 北広Ｒ１ Ｈ26
日野レンジャー
6,403ｃｃ　6人

Ⅱ型
上昇式照明装置
クレーン・ウインチ

救助機材一式

消 防 ポ ン プ
自 動 車

北広ポンプ４ 北広Ｐ４ Ｈ12
日野デュトロ
4,000ｃｃ　5人

ＣＤ‐Ⅰ
Ａ－２

高度救命処置用
資器材

水 槽 付 消 防
ポ ン プ 自 動 車

北広ポンプ１ 北広Ｐ１ Ｈ26
日野レンジャー
6,403ｃｃ　6人

水Ⅱ
Ａ－２

水槽容量2,000ℓ
 サイドプル吸管
電動ホースカー

マツダ　デミオ
1,340ｃｃ　5人

高 規 格
救 急 自 動 車

北広救急１ 北広救１ Ｈ28
トヨタ　ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ

2,690ｃｃ　7人
２Ｂ型

現地指揮本部用
資器材

査 察 広 報 車 北広広報１ 北広報 H30
トヨタ　ハイエース

2,690ｃｃ　10人
査察及び広報用

資器材

本
　
　
　
部

指 揮 車 北広指揮１ 北広指 H14
トヨタ　コロナ
1,990ｃｃ　5人

公 用 車 H23

１　消防車両の配置と性能
所
属 車 輛 種 別 呼 出 名 対空標示 年式 車 両 名 称 級別等 主 要 装 備
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自 動 心 肺 蘇 生 器 2 1 1 1 5

自 動 体 外 式 除 細 動 器 2 1 1 1 5

5

26

酸 素 ボ ン ベ １ ０ ℓ 13 5 5 5 28

バ ッ ク ボ ー ド 2 3 2 2 9

陰 圧 固 定 器 具 2 2 2 1 7

4

組 み 立 て 水 槽 4 2 4 3 13

救
　
急
　
用
　
器
　
具

酸 素 ボ ン ベ ２ ℓ 14 4 4 4

人 工 呼 吸 器 2 1 1 1 5

階 段 搬 送 器 具 2 1 1 1

64

チ ェ ン ソ ー 2 1 1 1 5

93

消 火 水 の う 給 水 器 1 1 1 1 4林
野
火
災
用
器
具

背 負 式 消 火 水 の う 27 20 18 28

ス コ ッ プ ( 水 防 兼 用 ) 20 10 28 6

背 負 式 動 力 ポ ン プ 1 1 2

消 火 薬 剤 （ ℓ ） 500 120 120 160 900

ス タ ン ド パ イ プ 2 1 1 2 6

逆 延 長 金 具 5 3 2 2 12

異 経 媒 介 金 具 16 9 6 5 36

集 水 器 3 3

分 水 器 8 1 4 2 15

可 搬 式 放 水 銃 2 1 3

ホ ー ス バ ッ ク 21 15 14 11 61

ガ ン タ イ プ ノ ズ ル 4 2 2 2 10

無 反 動 管 鎗 ６ ５ ㎜ 用 2 1 1 4

管 鎗 ６ ５ ㎜ 用 8 7 4 19

1 6

10

消 防 用 ホ ー ス ５ ０ ㎜ 61 38 31 32 162

２　消防機械器具現有状況

区分 品　　　　名 本署 芸北 大朝 豊平 合計

消
　
　
火
　
　
用
　
　
器
　
　
具

消 防 用 ホ ー ス ４ ０ ㎜ 10

消 防 用 ホ ー ス ６ ５ ㎜ 70 39 50 34 193

管 鎗 ５ ０ ㎜ 用 4 1
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ド ラ イ ス ー ツ 一 式 4 4

船 外 機 1 1

11

レ ギ ュ レ ー タ ー 15 15

救 命 ボ ー ト 1 1

救 命 胴 衣 34 10 8 8 60

12

空 気 ボ ン ベ １ ４ ℓ 6 6

水
難
救
助
用
器
具

空 気 ボ ン ベ １ ２ ℓ 12

B ・ C ジ ャ ケ ッ ト 11

コ ン ビ ゲ ー ジ 15 15

投 光 器 2 1 2 1 6

発 電 機 5 1 2 1 9

マット型空気ジャッキ 一式 1 1

携 帯 用 ガ ス 検 知 器 1 1 1 1 4

救 助 用 縛 帯 4 1 1 1 7

救 命 索 発 射 銃 1 1

チ ル ホ ー ル 2 1 3

可 搬 ウ イ ン チ 1 1

小 型 油 圧 器 具 1 1

大 型 油 圧 ラ ム シ リ ン ダ ー 1 1 2

大 型 油 圧 カ ッ タ ー 1 1 2

大 型 油 圧 ス プ レ ッ ダ ー 1 1 2

空 気 鋸 1 1

空 気 式 切 断 機 1 1

3 25

か ぎ 付 き は し ご 1 1 1 1 4

バ ッ テ リ ー カ ッ タ ー 1 1 1 3

エ ン ジ ン カ ッ タ ー 3 1 4

合計

救
　
助
　
用
　
器
　
具

空 気 ボ ン ベ 37 6 12 9 64

空 気 呼 吸 器 16

区分 品　　　　名 本署 芸北 大朝 豊平

三 連 は し ご 4 1 1 1 7

3 3
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３　消防無線現有状況

局区分 出力

10W

10W

20W

20W

10W

10W

20W

20W

10W

10W

20W

20W

所属 無線局呼出名称 局区分 種別 出力 周波数帯 搭載車両名

きたひろきゅうきゅう１ 車載型 10W ２６０ＭＨｚ 高規格救急自動車

きたひろぽんぷ４ 車載型 10W ２６０ＭＨｚ 消防ポンプ自動車

きたひろぽんぷ１ 車載型 10W ２６０ＭＨｚ 水槽付消防ポンプ自動車

きたひろきゅうじょ１ 車載型 10W ２６０ＭＨｚ 救助工作車

きたひろこうほう１ 車載型 10W ２６０ＭＨｚ 査察広報車

きたひろしき１ 車載型 10W ２６０ＭＨｚ 指揮車

きたひろゆそう１ 車載型 10W ２６０ＭＨｚ 資器材輸送車

きたひろきゅうきゅう４ 車載型 10W ２６０ＭＨｚ 非常用高規格救急自動車

きたひろしき４ 携帯型 10W ２６０ＭＨｚ

きたひろほんぶ１ 卓上型 10W ２６０ＭＨｚ

きたひろほんぶ２ 卓上型 10W ２６０ＭＨｚ

きたひろ１１ 携帯型 ５W ２６０ＭＨｚ

きたひろ１２ 携帯型 ５W ２６０ＭＨｚ

きたひろ１３ 携帯型 ５W ２６０ＭＨｚ

きたひろ１４ 携帯型 ５W ２６０ＭＨｚ

きたひろ４１ 携帯型 １W ４００ＭＨｚ

きたひろ４２ 携帯型 1W ４００ＭＨｚ

きたひろ４３ 携帯型 1W ４００ＭＨｚ

きたひろ４４ 携帯型 1W ４００ＭＨｚ

きたひろぼうさい１１ 携帯型 ５W １５０ＭＨｚ

無線局呼出名称 周波数名称

猿
喰
山
中
継
所

きたひろしょうぼう
基
地
局

活動波１

活動波２

主運用波

統制波

加
計
山
中
継
所

きたひろしょうぼうかけやま
基
地
局

活動波１

活動波２

主運用波

統制波

活動波１

活動波２

主運用波

統制波

本
　
　
　
部
　
・
　
本
　
　
　
署

陸
上
移
動
局

掛
頭
山
中
継
所

きたひろしょうぼうかけずやま
基
地
局
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所属 局区分 種別 出力 周波数帯 搭載車両名

車載型 10W ２６０ＭＨｚ 高規格救急自動車

車載型 10W ２６０ＭＨｚ 消防ポンプ自動車

携帯型 10W ２６０ＭＨｚ

携帯型 ５W ２６０ＭＨｚ

携帯型 ５W ２６０ＭＨｚ

携帯型 1W ４００ＭＨｚ

携帯型 1W ４００ＭＨｚ

車載型 10W ２６０ＭＨｚ 高規格救急自動車

車載型 10W ２６０ＭＨｚ 消防ポンプ自動車

携帯型 10W ２６０ＭＨｚ

携帯型 ５W ２６０ＭＨｚ

携帯型 ５W ２６０ＭＨｚ

携帯型 1W ４００ＭＨｚ

携帯型 1W ４００ＭＨｚ

車載型 10W ２６０ＭＨｚ 高規格救急自動車

車載型 10W ２６０ＭＨｚ 消防ポンプ自動車

携帯型 10W ２６０ＭＨｚ

携帯型 ５W ２６０ＭＨｚ

携帯型 ５W ２６０ＭＨｚ

携帯型 1W ４００ＭＨｚ

携帯型 1W ４００ＭＨｚ

周波数帯

２６０ＭＨｚ

２６０ＭＨｚ

２６０ＭＨｚ

２６０ＭＨｚ

２６０ＭＨｚ

２６０ＭＨｚ

２６０ＭＨｚ

２６０ＭＨｚ

２６０ＭＨｚ

２６０ＭＨｚ

２６０ＭＨｚ

２６０ＭＨｚ

４００ＭＨｚ

１５０ＭＨｚ

無線局呼出名称

芸
　
　
北

きたひろきゅうきゅう５

陸
上
移
動
局

きたひろぽんぷ５

きたひろしき５

きたひろ５１

きたひろ５２

きたひろ４０

きたひろ４９

大
　
　
朝

きたひろきゅうきゅう２

陸
上
移
動
局

きたひろぽんぷ２

きたひろしき２

きたひろ２１

きたひろ２２

きたひろ４５

きたひろ４６

豊
　
　
平

きたひろきゅうきゅう３

陸
上
移
動
局

きたひろぽんぷ３

きたひろしき３

きたひろ３１

きたひろ３２

きたひろ４７

きたひろ４８

周波数名称 使用区分

活動波１ 災害時及び平常時に使用する。

活動波２ 〃

主運用波１ 県内の広域災害等に使用する。

主運用波２ 〃

主運用波３ 〃

主運用波４ 〃

主運用波５ 〃

主運用波６ 〃

主運用波７ 〃

統制波１ 全国の広域災害時等に使用する。

統制波２ 〃

＊周波数帯２６０MHzの無線機は活動波１～２、主運用波１～７、統制波１～３を実装している。

統制波３ 〃

署活系波 災害現場における直接通信に使用する。

防災相互用 大規模災害時に各防災関係機関との交信に使用する。
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55 1 1合　　　計 12 5 5 1 1

1 12 8,787 1

740 37.4 2 6 51,783

その他 3 1 1 1 113 1.0

2413 1 3 31,3063 電気コード 2 2

1 1 11,487 22 たばこ 2 2 214

141 36.4 2031
枯れ草焼き

たき火 5 4

植
林
地

伐
採
地

そ
の
他

(㎡) (ａ) (人) (人) (千円)

乗
用
車

そ
の
他

空
　
地

休
耕
田

畦
　
畔

耕
作
物

車
　
両

そ
の
他

建
　
物

林
　
野

死
　
者

負
傷
者

（２）　出火原因別火災発生状況

　　　　　　　区　　分

　出火原因

火
　
災
　
件
　
数

火災種別 焼損面積 死傷者 損
　
害
　
額

用途別

建
　
物

林
　
野

建物 林野 車両 その他

住
　
宅

店
　
舗

そ
の
他

雑
木
林

負 傷 者 6 人

死 者 2 人

り 災 者 数 12 人

り 災 世 帯 数 5    世帯

焼 損 棟 数 5 棟

林 野 焼 損 面 積 37.4 ａ

建 物 焼 損 面 積 740 ㎡

火 災 損 害 額 51,783    千円

その他 1 件

車 　両 1 件

４　火　災

（１）　令和２年(２０２０年）の火災概況

火 災 発 生 件 数 12 件

林　 野 5 件

建　 物 5 件
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5 8 1

Ｒ２ 12 5 740 50,985 5

61.0 140

1 2 637.4 208 1 590

Ｒ１ 15 6 45 5,080 4

11.5 473 4

1 2 1

H３０ 21 8 1,252 152,594 5

7.2 314 1 915

4 3,870 3 21,407

H２９ 12 6 442 22,521 4

8.0 15Ｈ２８ 10 6 11 15,893 1

件
　
数

損
害
額

死
　
者

焼
損
面
積

損
害
額

3 8 3

(千円) (件) (ａ) (千円) (件) (千円)

損
害
額

件
　
数

損
害
額

件
　
数

焼
損
面
積

損
害
額

件
　
数

（４）　過去5年間の火災件数及び損害額等の推移

 区分

年別

火
災
件
数

建物火災 林野火災 車両火災 航空機火災 その他火災 死傷者

件
　
数

(件) (千円) (件) (千円) (人) (人)

負
傷
者

(件) (件) (㎡)

51
林　野 208 208

計 40,502 6,674 4,607 51,783

その他

43,323
収容物 5,526 210 1,875 7,611

用途別
損害額
(千円）

建
物

建　物 34,752 5,874 2,697

その他 16 35

車　両 590 590

740
林野(ａ) 18.4 14.0 5.0 37.4

焼損面積
建物(㎡) 484 81 175

2
傷　者 5 1 6

死傷者
(人）

死　者 1 1

り災者数（人） 10 1 1 12

計 3 1 1 5

り災世帯数

全　損 2 1

小　損

ぼ　や

3
半　損 1 1 2

3
半　焼 1 1 2

焼損棟数

全　焼 2 1

部分焼

計 3 1 1 5

計 6 3 2 1 12

1
その他 1 1

（３）　地域別火災発生状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

千代田地域 芸北地域 大朝地域 豊平地域 合　　計

5
林　野 3 1 1 5

火災件数

建　物 3 1 1

車　両 1

地域
区分
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2 121 3 2 1 1 1

112月 1

計 1

111月 1

9月 1

10月

1

18月 1

6月

7月

1 1 1

15月 1

3月 1

4月

1

63

2月

～ ～

20 22 24

1月

8 10 12 14 16 18

～ ～ ～ ～

（６）　時間・月別火災発生状況

　　　時間

　月

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22
合
　
計

～ ～ ～ ～ ～ ～

2 4 6

R２ 無

7,664 死者１人

120,993

R１ 無

7/27 1:30 工　場 豊平地域今吉田 不明 709

215 13,708 死者２人

H30

4/3 17:10 住　宅 豊平地域吉木 電気コードの短絡 188

H29 4/19 21:00 住　宅 豊平地域長笹 灯明

15,570

6/16 4:55 住　宅 豊平地域中原 不明 139

集塵排気機のファンが破損し
ボックスと擦れた際に発生し
た火花

15,7887/6

時：分

Ｈ28 14:45 工　場
千代田地域
新氏神

（５）　過去5年間の主な建物火災(焼損床面積300㎡以上、損害額5,000千円以上）

　 　区分

年別

出火日時
用途 出火場所 出火原因

面積
(㎡)

損害額
(千円)

備考
月/日
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590 51,783740 37.4 43,323 7,611 51 208計 5 5 1 1 12

1,875 3512月 1 1 175 2,697 4,607

25,22222,033 3,18911月 1 1 332

6,880

10月

39 5,490 1,3909月 1 1

5 58月 1 1 1.0

7月

6月

5月 1 1 590 590

4月 2 3 1 6 194 22.4 13,103 1,157 16 203 14,479

3月 1 1 14.0

2月

1月

そ
の
他

計
建
物

林
野

建　　　物

(㎡) (ａ)

2 1 12

（８）　月別火災発生状況

　  区分

 月

火災件数 焼損面積 用途別損害額　(千円）

建
　
物

林
　
野

計 1 2 4 2

林
　
野

車
　
両

そ
の
他

計
建物 収容物 その他

車
　
両

12月 1 1

11月 1 1

1 1

10月

9月

8月 1 1

7月

1

6月

5月 1

4月 1 3 1 1 6

3月 1 1

2月

1月

（７）　曜日・月別火災発生状況

　　　　　　曜日

月

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 計

    33



（９）　過去5年間の火災件数の推移　（種別）

（１０）　過去5年間の地域別火災件数

6 6

8

6

5

1

4

5

4

5

0

1

4

0

1

3

1

4

5

1

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年

建物 林野 車両 その他

5 5

3

8

6

3

1

9

3 3

0

2

3

1

22

3

6

3

1

0

1

0 0 0
0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年

千代田地域 芸北地域 大朝地域 豊平地域 高速道
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※　区分覧のその他とは、外国人旅行者（外国人で日本に住所を有している者を除いた外国人）、
　住所が判明しない者等をいう。

 

合 計 1   42 14 4 148 3 

29 115 

そ の 他

2 440 140 794 

679 

管 外 に 住 所 を
有 す る 者 17 6 2 20 

2 128 3 2 399 111 
管 内 に 住 所 を
有 す る 者 1 25 8 

41 

自
損
行
為

急

病

そ

の

他

合

計

火

災

自
然
災
害

水

難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

11 851

（３）　管轄内・外居住別搬送人員状況

　事故種別等

区　　分

3 4 467 139

一
般
負
傷

加

害

合　計 1 48 14 4 160

2 209

豊　平
出張所 8 3 1 48

1 92 60

4 217134 19

大　朝
出張所 1 13 2 38

5 338

芸　北
出張所 6 3 16

3 3 182 57

8759 3

本　署 21 6 3 58

急

　
　
病

火

　
　
災

自

然

災

害

水

　
　
難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

　
　
害

自

損

行

為

（２）　救急隊別出動件数状況

　　事故種
別等

救急隊名

合

計

転
院
搬
送

そ　の　他

医
師
搬
送

資
器
材
等

そ

の

他

合 計 851 794 64
そ の 他 11 1 10
転 院 搬 送 139 139
急 病 467 440 28
自 損 行 為 4 2 2
加 害 3 3
一 般 負 傷 160 148 12
運 動 競 技 4 4
労 働 災 害 14 14
交 通 事 故 48 42 12

火 災 1 1

水 難

自 然 災 害

５　救　急

（１）　令和２年（２０２０年）の救急概況

事 故 種 別 救 急 件 数 搬 送 人 員 不 搬 送 件 数

(単位：件／人)

（単位：件）

（単位：人）
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2 440 140 794

※　年齢区分（新生児）28日以内、（乳幼児）29日以上7歳未満、（少年）7歳以上18歳未満、（成人）
　18歳以上65歳未満、（高齢者）65歳以上
※　（重症）傷病の程度が3週間以上の入院加療を必要とするものをいう。（中等症）傷病の程度が
　重症又は軽症以外のものをいう。（軽症）傷病の程度が入院加療を必要としないものをいう。

 
計 1   42 14 4 148 3 

      

 128 9 215
その他      

3 76 2 1 218 91 中等症    17 5 
軽　症 1   23 6 1 46 1 

40 150

14  161  1 

413

 1 320 125 583

合
　
　
　
計

死　亡    
重　症    2 3  

   

25   80 

計 1   17 3  116 

79 9 129
その他  

軽　症 1 9 1 30 

64 

1 13 

63 37 124
中等症 7 79 315165 

1 97 13 173

高
　
齢
　
者

死　亡 15
重　症 1 2 21 

1 

計    22 11 3 23 3 

34 62
その他  

2 11 2 1 46 10 中等症 9 5 
軽　症 13 5 1 8 1 

3 24

1 1

86

  17 2 26

成
　
　
　
人

死　亡

重　症 1 4 16 

計    3  1 3 

11 14
その他  

軽　症 1 2 

1 1 

1
中等症 1 2 116 

 6  12

少
　
　
　
年

死　亡  
重　症 1 

計       6  

4 10
その他  

1 中等症

軽　症 6 

1

 

1

     

乳
　
幼
　
児

死　亡

重　症 1 

計        

 
その他  

軽　症

 
中等症  

新
　
生
　
児

死　亡  
重　症

（４）　事故種別年齢区分別傷病程度別搬送人員状況

　　　　　　　事故種別等

　　区　　分
火災

自然
災害

水難
交通
事故

労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加害
自損
行為

急病 その他 合計

（単位：人）
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16 220 56.7 422 230 276 252 17合計   7  72

3 164 147その他 1 4

17 794 499

19 124 53.6117 106 39 38 3

42 21

6 148 77 16 179 60.9

2 23 19

一　般
負　傷 3 11 70 19 58 52 6

うち
管外

うち
管外

254 17 220 55.9

交　通 2

103 156 143 8 8 440

24 110 62.117

急　病 3 55 218

9.3

※　現場到着最短所要時間には駆付け
    通報（傷病者が直接来所したもの）を
　　含むためゼロとしている。

（６）　収容所要時間別搬送人員状況

収容
所要
時間

１０分未満
１０分以上
２０分未満

２０分以上
３０分未満

３０分以上
６０分未満

６０分以上
１２０分未満

１２０分以上 合　　計
収容

最短

所要

時間

収容

最長

所要

時間

収容

平均

所要

時間

うち
管外

うち
管外

うち
管外

うち
管外

うち
管外

合　計 29 102 351 339 30 851 0 31

10.3

その他 14 50 64 43 5 176 1 24 7.0

一　般
負　傷 4 13 65 70 8 160 1 31

9.7

交　通 3 20 23 2 48 4 31 11.1

急　病 11 36 202 203 15 467 0 29

（５）　現場到着所要時間別出動件数状況

現場到着
所要時間 ３　分

未　満

３ 　分
以　上
５ 　分
未　満

５　 分
以　上
１０ 分
未　満

１０ 分
以　上
２０ 分
未　満

２０ 分

以　上

合　計

現場到着

最　　　短

所要時間

現場到着

最　　　長

所要時間

現場到着

平　　　均

所要時間

（単位：件） （単位：分）

（単位：人） （単位：分）

事故

種別

事故

種別
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45

合　計 1 48 14 4

7 1 35 2

11 851160 3 4 467 139

75

22 ～ 24

52 4 23 1 1320 ～ 22

8 1

77

18 ～ 20 7

19 1 38 10

1 601 42

117

16 ～ 18 4 5

1 58 21 114 2 1 18 114 ～ 16

3 19

1 109

12 ～ 14 3

20 36 43

34 10950

35

125

10 ～ 12 6 1 2

65 217 1 308 ～ 10 1

8

3

4 32

6 ～ 8 3

6 19

2 48

4 ～ 6 1 2

2 35

2 ～ 4

9 1 22

1915 1

0 ～ 2 1

自

然

災

害

水

　
　
難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

合

計

転

院

搬

送

医

師

搬

送

資

器

材

等

そ

の

他

そ　の　他一

般

負

傷

加

　
　
害

自

損

行

為

急

　
　
病

11 851

（８）　時間別救急発生件数状況

　　事故種
　　別等

時　間

3 4 467 139

火

　
　
災

合　計 1 48 14 4 160

5

その他
(管轄外）

1
高　速
道　路 4

1

2 170

豊　平
地　域 12 3 1 55

1 73 65

3 232138 19

大　朝
地　域 2 1 26

5 353

芸　北
地　域 5 3 18

2 3 194 52

1 9161 3

千代田
地　域 1 25 7 3 61

急

　
　
病

火

　
　
災

自

然

災

害

水

　
　
難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

　
　
害

自

損

行

為

（７）　地域別出動件数状況

　　事故種
　　別等

地域別

合

計

転

院

搬

送

そ　の　他

医

師

搬

送

資

器

材

等

そ

の

他

（単位：件）

（単位：件）
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（9）　過去５年間の救急出動・搬送人員の推移

（１０）　過去５年間の管轄内・外医療機関収容率
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61
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和２年

令和元年

平成３０年

平成２９年

平成２８年

管内 管外

1088

1012

1071

988

851
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939
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794
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平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年

出動件数 搬送人員
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11

1 4

1 6

1 5
令和
２年

出 動 件 数 9

1

2

救 助 人 員 5

活 動 件 数 4

3 6

令和
元年

出 動 件 数 9 3

3

救 助 人 員 3

1 13

活 動 件 数 2

3 11

活 動 件 数 3 3 6
平成
30年

出 動 件 数 7 1

救 助 人 員 3

14 1 1 16

1 9

平成
29年

出 動 件 数 14 6 1 21

活 動 件 数 11 2 1 14

救 助 人 員

1 17

活 動 件 数 7 2 1 10
平成
28年

出 動 件 数 14 2

救 助 人 員 6 2

（２）　過去５年間の救助活動状況

年別

　　　      種　別

　区　分

火 災 そ の 他
合計

建物内 建物外
一般道
その他

高速道 屋　内 屋　外 屋　内

交 通 事 故 機械器具

屋　外

4

（うち救急車60） （うち救急車48） （うち救急車12）

出 動 車 両
41 42 △ 1

（うち救急車23） （うち救急車20） （うち救急車3）

出 動 人 員
102 98

管 轄 外

4 2

広 島 自 動 車 道 2 △ 2

浜 田 自 動 車 道

5
発

　
生

　
場

　
所

　
別

芸 北 地 域 2 △ 2

2
中 国 自 動 車 道 1 △ 1

大 朝 地 域 2 1 1
豊 平 地 域

千 代 田 地 域 5

そ の 他 2

機 械 器 具

交 通 事 故 9 12 △ 3

６　救　助　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）　令和２年(２０２０年）の救助概況

　　　　　　　　　　　       　年別
　種別

令和２年（Ａ）
（件）

令和元年（Ｂ）
（件）

昨年比（Ａ－Ｂ）
（件）

△ 2
火 災発

生
原
因
別

出 動 件 数 11 13

1 1

（人）

（台）
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令和元年 24 4 8

119

1 47 26 961

※　その他の救急とは、ＣＰＡ等の救急事案で多数の人員が必要なとき、他の緊急車両（ポンプ車等）で現場に出向し、救急
　支援を行ったもの。また、緊急車両が不在時に、他の緊急車両（ポンプ車等）で現場に出向し応急処置を行ったものをい
  う。

3 3 43 34 105

1 5 69 29 140

令和２年 22

救　急 その他

平成３０年 21 4

平成２９年 10 9 2

14 9 1 47 23

平成２８年 6 6

（２）　過去５年間のその他の出動状況

　　種別

 年別

警　　　　　戒 調　　　　　査 そ　　の　　他
合　計

火　災 水　防 その他 火　災

4 60 29 105

水　防 その他 捜　索

△ 112

出 動 車 両 127 164 △ 37

出 動 人 員 303 415

管 轄 外

1

豊 平 地 域 20 18 2

広 島 自 動 車 道

浜 田 自 動 車 道

千 代 田 地 域 49 70 △ 21
発

　
生

　
場

　
所

　
別

大 朝 地 域 19 24 △ 5

芸 北 地 域 16 28 △ 12

中 国 自 動 車 道 1

△ 2

調 査 3 13 △ 10

出
動
区
分

火 災 警 戒 22 24

そ の 他 80 103 △ 23

出 動 件 数 105 140 △ 35

７　その他の出動

（１）　令和２年(２０２０年）のその他の出動概況

　　　　　　　　　　　　　　年別
　
    種別

令和２年（Ａ）
（件）

令和元年（Ｂ）
（件）

昨年比（Ａ－Ｂ）
（件）

（台） （台） （台）

（人） （人） （人）

（単位：件）
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（３）　月別・地域別１１９番受信状況

件) ( △ 18 件
訓 練 通 報

通
報
種
類
別 35

件

( 60 件) ( 78

226 件 △ 9217 件

)

) ( 5 件)件) ( 30 件

件 9 件

)

間 違 い
い た ず ら

74 件 65

件) ( △ 20 件

(

( 325 件) ( 345

762 件 △ 52

)

災 害 受 信
710 件

( 73 件) (

回 線 試 験
問 い 合 せ

件

△ 91 件

△ 39 件

( 52 件)

件 202 件163

△ 21 件

( 472 件) ( 526 件

1,255 件

（２）　通報種類別１１９番受信状況

　　　　　　　　　　　　　年別
　区分

令和２年（Ａ） 令和元年（Ｂ） 昨年比

（携帯１１９番） （携帯１１９番） （Ａ－Ｂ）

１ １ ９ 番 受 信 件 数
1,164 件

) ( △ 54 件)

８　１１９番取扱状況

（１）　令和２年(２０２０年）の１１９番受信件数

受信件数 1,164 件 月別平均件数 97 件 一日平均件数 3 件

42 38 42

29

49
40 41

57

44 43
54

37

10 16 4

8

11

14 10

18

19 16

16

12

15
17

13

11

16
17 18

15

13 25

27

14

20

27

36

21

23

15

34

32

21
15

30

19

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

千代田地域 芸北地域 大朝地域 豊平地域
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※（　　）は携帯１１９番からの受信状況

合 計 293 ( 96 ) 件

訓 練 38 ( 5 ) 件

間違い・悪戯 18 ( 5 ) 件

試験・問合等 37 ( 6 ) 件

※（　　）は携帯１１９番からの受信状況

豊 平 地 域

災 害 200 ( 80 ) 件

合 計 201 ( 67 ) 件

訓 練 29 ( 5 ) 件

間違い・悪戯 7 ( 2 ) 件

試験・問合等 15 ( 4 ) 件

※（　　）は携帯１１９番からの受信状況

大 朝 地 域

災 害 150 ( 56 ) 件

合 計 154 ( 72 ) 件

訓 練 40 ( 14 ) 件

間違い・悪戯 6 ( 4 ) 件

試験・問合等 26 ( 11 ) 件

※（　　）は携帯１１９番からの受信状況

芸 北 地 域

災 害 82 ( 43 ) 件

合 計 516 ( 237 ) 件

訓 練 110 ( 36 ) 件

間違い・悪戯 43 ( 24 ) 件

試験・問合等 85 ( 31 ) 件

災 害 278 ( 146 ) 件

△ 91 件

（５）　地域別・通報種類別１１９番受信状況

千 代 田 地 域

豊 平 地 域 293 件

合 計 1,164 件 1,255 件

278 件 15 件

△ 5 件

大 朝 地 域 201 件 222 件 △ 21 件

芸 北 地 域 154 件 159 件

（４）　地域別１１９番受信状況

　　　　　　　　　　　　年別
　地域別

令和２年（Ａ） 令和元年（Ｂ） 前年比（Ａ－Ｂ）

千 代 田 地 域 516 件 596 件 △ 80 件

54%
17%8%

21%

災害 試験・問合等 間違い・悪戯 訓練

53%

17%4%

26%

災害 試験・問合等 間違い・悪戯 訓練

75%

7%

4% 14%

災害 試験・問合等 間違い・悪戯 訓練

68%
13%

6%
13%

災害 試験・問合等 間違い・悪戯 訓練
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1,164 件

1,462 件

1,339 件

1,255 件

1,255 件

1,164 件

1,449 件

1,339 件

（６）　過去５年間の１１９番受信状況(携帯１１９番を含む）

1,449 件

1,462 件

710

762

817

823

826

163

202

227

315

333

74

65

62

75

64

217

226

233

249

226

0 500 1000 1500 2000

令和２年

令和元年

平成３０年

平成２９年

平成２８年

災害

試験・問合せ

間違い・悪戯

訓練

１１９番受信地域別の内訳

１１９番通報種別の内訳

516

596

548

679

730

154

159

213

235

221

201

222

249

226

202

293

278

329

322

296

0 500 1000 1500 2000

令和２年

令和元年

平成３０年

平成２９年

平成２８年

千代田地域

芸北地域

大朝地域

豊平地域

１１９番受信地域別の内訳

44



108件 27件 42件 93件 270件

大 朝 地 域 豊平地域

あんしん電話設置件数

千代田地域 芸 北 地 域

誤　　報

合 計

10 件

合　　計 170 件

災　　害 5 件

試験他 155 件

合　　計 78 件

豊 平 地 域

試験他 64 件

誤　　報 13 件

大 朝 地 域

災　　害 1 件

誤　　報 2 件

合　　計 44 件

災　　害 2 件

試験他 40 件

芸 北 地 域

試験他 74 件

誤　　報 33 件

千 代 田 地 域

災　　害 4 件

合　　計 111 件

豊 平 地 域 170 件

合 計 403 件 496 件

144 件 26 件

△ 93 件

5 件

大 朝 地 域 78 件 105 件 △ 27 件

芸 北 地 域 44 件 39 件

９　緊急通報（あんしん電話）取扱状況

　　　　　　　　　　　　年別
　地域別

令和２年（Ａ） 令和元年（Ｂ） 前年比（Ａ－Ｂ）

千 代 田 地 域 111 件 208 件 △ 97 件

2%

67%

8% 災害

試験他

誤報

8%

91%

5%

災害

試験他

誤報

3%

82%

17%
災害

試験他

誤報

3%

91%

9%
災害

試験他

誤報
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（３）　月別・覚知別災害通報受信状況

32 件 1 件そ の 他 33 件

固定電話(代表電話) 129 件 160 件 △ 31 件

あ ん し ん 電 話 12 件 16 件 △ 4 件

345 件 △ 20 件

△ 32 件

携 帯 電 話 ( １ １ ９ 番 ) 325 件覚
　
知
　
別

固 定 電 話 ( １ １ ９ 番 ) 385 件 417 件

970 件 △ 86 件

（２）　覚知別災害通報受信状況

　　　　　　　　　　　　年別
　区分

令和２年（Ａ） 令和元年（Ｂ） 前年比（Ａ－Ｂ）

災 害 通 報 受 信 件 数 884 件

１０　災害通報取扱状況

（１）　令和２年(２０２０年）の災害通報受信件数

受 信 件 数 884件 月別平均件数 約74件 一日平均件数 約2件
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

固定１１９番 携帯１１９番 加入 あんしん電話 その他
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合　計 980 件

警　戒 22 件

その他 82 件

火　災 14 件

救　助 11 件

合　計 1,156 件

令 和 ２ 年
指 令 件 数

救　急 851 件

警　戒 24 件

その他 116 件

火　災 15 件

救　助 13 件

１１　出動指令状況

　令和２年(２０２０年）の出動指令状況は、９８０件で、前年と比較して１７７件の減となっている。
　主な指令については、下記のグラフのとおりで、救急８６．８％(前年比１．４％増)、火災１．４％(前年比０．
１%増)、救助１．１％(前年比０％)、警戒２．２％(前年比０％)、その他８．４％(前年比１．６％減)となっている。

令 和 元 年
指 令 件 数

救　急 988 件

1.3%

1.1%

2.1%

10.0%

救急

火災

救助

警戒

その他
85.4%

1.4%

1.1%
2.2%

8.4%

救急

火災

救助

警戒

その他

86.8%

令和元年１月１日～

１２月３１日
１，１５7件

令和２年１月１日～

１２月３１日
９８０件
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1 3
※広島県の気象2020年(令和2年)年報  広島地方気象台　http://www.jma-net.go.jp/hiroshima/siryo/kisyoutukihou/nenpou/2020.pdfを加工して作成

着 雪 1 1
13霜 8 5

低 温
1
5

な だ れ 1
1乾 燥 1 3

1 2 13 7 43
12

濃 霧 8 5 6 1
3 5 2 2洪 水

1 3 1 7
4 70

強 風 1 1
9 13 13 5 1 2雷 4 2 6 8 3

風 雪
大 雪 2 4

18

注
　
意
　
報

大 雨 3 9

警
　
報

1 1
2 4

暴 風 1
大 雪

1

1
1洪 水 1

大 雨
暴 風 雪

54

大 雪
暴 風
大 雨

特
別
警
報

暴 風 雪
5月 6月

（２）月別、気象警報・注意報の発令状況（北広島町管内での発令件数）

1月 2月 3月 4月 11月 12月 合計7月 8月 9月 10月

合　　計
統

計

2,140.5㎜

月平均

12.3 22.7 3.8 90.8 99.2 41.5 0.5 10.3 西 178.4㎜

（
年
平
均

）

（
年
平
均

）

（
年
平
均

）

（
年
平
均

）

（
年
平
均

）

（
年
平
均

）

（
年
平
均

）

（
年
平
均

）

（
年
平
均

）

北東 22.5 6 11.5

12 2.4 12.3 -1.5 94.6 99.6 13.555.0 0.6 10.9 北東 69.5 14

11 9.2 20.9 -1.6 93.0 99.6 49.7 0.7 11.2

西 207.5 9 13.5

10 13.0 23.1 2.3 93.2 99.6 6.553.5 0.3 6.5 西北西 86.5 10

9 19.5 30.3 8.9 94.4 99.2 48.7 0.4 15.0

西 749.5 17 26.0

8 24.5 33.9 18.6 92.3 99.1 44.540.9 0.4 10.3 西 91.5 14

7 21.1 29.0 14.2 97.5 99.1 68.0 0.4 10.8

西 115.0 6 7.0

6 19.7 28.8 12.6 92.4 98.8 27.040.5 0.4 8.7 西 342.0 9

5 15.9 26.4 5.1 84.2 98.9 18.4 0.5 8.0

18 6.5

4 8.5 21.6 -1.1 78.0 99.1 8.521.2 0.7 10.8 西北西 155.0 11

4.0

3 6.5 18.3 -4.0 87.0 99.3 18.9 0.6 10.7

29.8 0.5 9.3 西北西 70.5 62 3.3 15.5 -4.9 90.0 99.3

西 157.0

0.4 11.8 西北西 74.0 6 9.5

累

積

雨

量

降

雨

日

数

日

最

大

雨

量

平

均

風

速

最
大
瞬
間
風
速

最

多

風

向

1 3.6 12.8 -3.6 92.5 99.2 53.3

平

均

湿

度

最

高

湿

度

最

低

湿

度

１２　気象観測状況（北広島町気象観測システム千代田観測値）

（１）月別気温、湿度、風速、雨量観測状況

気温　℃ 湿度　％ 風速　m/ｓ 雨量　㎜

平

均

気

温

最

高

気

温

最

低

気

温月

種別

48





１　消防団組織図

は消防団本部

団

長

町

長

第10分団

第８分団

第11分団

第７分団

第９分団

本

部

付

分

団

長

千代田地域

第６分団

第４分団

第５分団

本

部

付

分

団

長

大朝地域大朝地域

副

団

長

第12分団

第13分団

本

部

付

分

団

長

県訓練指導員

町訓練指導員

県訓練指導員

町訓練指導員

町訓練指導員

県訓練指導員

豊平地域豊平地域

副

団

長

副

団

長

第３分団

第１分団

第２分団

本

部

付

分

団

長

芸北地域芸北地域

町訓練指導員

県訓練指導員

副

団

長

第14分団
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２　消防団長

分　　　団　　　数 １４分団

警 戒 ２，０００円（１回）

訓 練 ７，０００円（１日）／３，５００円（半日）

計 ― ６８９（定数７２０）

出
動
手
当

水 火 災 ２，０００円（１回）

報
　
　
　
酬

団 員 １９，０００円 ５６１人

班 長 ２５，２００円 ６９人

３９人

副 分 団 長 ３９，４００円 １５人

分 団 長 ５５，０００円

１人

副 団 長 ７４，０００円 ４人

団 長 １０５，０００円

区分 報　酬　・ 手　当 実　　　　数

. 1 ～ 平 17 .竹 内 求 平 17 . 1 1 . 31

３　報酬・手当

31

山 本 正 朗 平 5 . 1 . 1 ～ 平

～ 平 4 . 12 .

16 . 12 . 31

山 口 義 信 平 2 . 1 . 1

. 1

12 . 31

槇 本 幹 雄 昭 59 . 1 12 . 31～ 平 元 .

. 31

大 朝 町 消 防 団

日 高 定 夫 ～ 昭

1 ～ 平 17 . 1花 升 隆 行 平 16 . 4 .

58 .

平 16 . 3 . 31

. 31

廣 増 春 實 平 12 . 4 . 1 ～

1 ～ 平 12 . 3山 本 義 則 平 8 . 4 .

平 8 . 3 . 31

. 6

向 井 久 一 平 5 . 7 . 15 ～

1 ～ 平 5 . 7向 田 孝 寛 平 4 . 8 .

神 田 勉 昭 61 . 8 . 4 ～

1 ～8 .

平 4 . 7 . 31

. 31昭 61 . 7

31

豊 平 町 消 防 団

亀 田 清 ～ 昭 57

～ 平 17 . 1 .

. 7 . 31

西 田 見 信 昭 57 .

榎 三 千 男 平 14 . 1 . 2

. 1

12 .

3 . 12 . 31

河 野 正 明 平 4 . 1 12 . 31～ 平 13 .

（山県東中部消防本部設立、昭和５４年１０月以降）

町　　　　別 氏　　　　名 在　位　期　間

千 代 田 町 消 防 団

藤 井 義 信 31

服 部 泰 久 昭 60 . 1 . 1 ～ 平

～ 昭 59 .

. 31

大 地 喜 代 志 令 3 . 4 . 1 ～

1 ～ 令 3 . 3橋 本 寅 夫 平 27 . 4 .

平 27 . 3 .花 升 隆 行 平 24 . 4 . 1 ～

1 ～竹 内 求 平 21 . 4 .

1 ～

1 ～ 平 19 . 3

31

. 31平 24 . 3

（北広島町消防本部設立以降）

北 広 島 町 消 防 団

氏　　　　名 在　位　期　間

榎 三 千 男 平 17 . 2 .

平 21 . 3 . 31

. 31

平 石 隆 夫 平 19 . 4 .
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５　消防団員の在職年数・年齢

合　　　　計 43 12 14 20 89
小型動力ポンプ 21 6 6 10 43
積　　　載　　　車 21 6 6 10 43

消防ポンプ自動車 1 2 3

６　消防ポンプ自動車等の保有状況

　 千代田地域 芸北地域 大朝地域 豊平地域 合　　計

20 54
６１歳以上 3 7 1 20 31
５６歳以上６０歳以下 16 12 6

31 164
５１歳以上５５歳以下 25 23 18 23 89
４６歳以上５０歳以下 59 44 30

21 85
４１歳以上４５歳以下 51 33 40 31 155
３６歳以上４０歳以下 27 22 15

3 27
３１歳以上３５歳以下 35 14 9 15 73
２６歳以上３０歳以下 9 6 9

0
２１歳以上２５歳以下 5 1 4 1 11

２０歳以下

合　　　　計 230 162 132 165 689

22 77

（２）　年齢

　　　　　　　　　地域別
　年齢

千代田地域 芸北地域 大朝地域 豊平地域 合　　計

３０年以上 17 24 14

27 130
２５年以上３０年未満 20 19 18 31 88
２０年以上２５年未満 43 34 26

24 126
１５年以上２０年未満 34 25 21 21 101
１０年以上１５年未満 49 35 18

17 69
５年以上１０年未満 39 12 24 23 98

５年未満 28 13 11
合　　　　計 230 162 132 165 689

135 560
条　例　定　数 720

（１）　在職年数

　　　　　　　　　地域別
　在職年数

千代田地域 芸北地域 大朝地域 豊平地域

団 員 188 135 102

実
　
　
　
　
　
　
員

班 長 24 13 17 16 70

合　　計

10 9 8 39
副 分 団 長 5 3 3
分 団 長 12

4 15

1
副 団 長 1 1 1 1 4
団 長 1
合 計 230 162

４　消防団員数

　　　　　　　　　地域別
　区分

千代田地域 芸北地域 大朝地域 豊平地域 合　　計

132 165 689

地域別

区分
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140

２０㎥以上～
４０㎥未満 23 7 5 153 188

その他の水利 20 65 2 53

7 42

防
　
火

水
　
槽

水
　
　
槽

４０㎡以上 118 59 20 14 211

消
　
火
　
栓 私　　　設 30 5

423

公　　　設 205 45 109 22 381

小　　　計 235 50 109 29

962

豊平地域 合　　計

合　　計 396 181 136 249

７　町内水利状況

　　　　　　　　　　　　地域別
　区分

千代田地域 芸北地域 大朝地域
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